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小中学校児童生徒数推移（令和 2年 8 月作成） 

 

（１）児童生徒数の推移 

本市の児童生徒数は、1984年度(S59)の 7,247人をピークに、年々減少している。2020

年度(R02)現在は、ピーク時の 51.2％にあたる 3,710人となっている。総人口は 2000年

度(H12)に 58,066人となった以降、徐々に減少している。 

 

 

【市立小・中学校の児童生徒数の推移(経緯)】 

 

児童生徒数のピークは

1984(S59)年 

1984 

（S59） 

36 年前 

1995 

(H07) 

25 年前 

2005 

(H17) 

15 年前 

2010 

(H22) 

10 年前 

2015 

(H27) 

5 年前 

2020 

（R02） 

現在 

総 人 口 50,705 55,826 57,640 57,190 55,817 54,556 

0～14 歳人口 

人口比 

11,094 

21.8% 

9,243 

16.5% 

7,979 

13.8% 

7,439 

13.0% 

6,677 

11.9% 

5,930 

10.8% 

児童数(小学校) 

対 1984比 

4,921 

－ 

3,976 

▲19.2% 

3,368 

▲31.5% 

3,095 

▲37.1% 

2,748 

▲44.1% 

2,424 

▲50.7% 

生徒数(中学校) 

対 1984比 

2,326 

－ 

2,143 

▲7.8% 

1,765 

▲24.1% 

1,710 

▲26.4% 

1,531 

▲34.1% 

1,286 

▲44.7% 

児童生徒数計 

対 1984比 

7,247 

－ 

6,119 

▲15.5% 

5,133 

▲29.1% 

4,805 

▲33.6% 

4,279 

▲40.9% 

3,710 

▲48.8% 

(時点：各年度 5月 1日) 

 

 

（２）学校別の児童生徒数と学級数の推移 

学校別の児童生徒数は、ほとんどの学校が 10年前と比べ減少している。 

法令上、学校規模の標準は、小・中学校ともに「12学級以上 18学級以下」とされて

いるが、2020年度(R02)現在では、通常学級数が標準を下回る学校は、小学校 5校、中

学校 2校である。 

10年間の減少率が特に大きい学校（3割以上減少）は、羽生北小学校 41.1％、川俣小

学校 41.2%、三田ヶ谷小学校 36.7％、羽生南小学校 35.1％である。 

全ての学年で単学級(クラス替えができない)の学校は 5 校であり、校数は 10 年前か

ら 1校増加している。(新郷第一小学校 7学級→6学級、村君小学校 6学級→5学級(複

式学級発生)) 
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「公立小学校・中学校の適正規模・適正配置等に関する手引」（文部科学省 H27.1.27）

によると、望ましい学級数は、小学校では、1学年 2学級以上、中学校では、学校全体

で少なくとも 9学級以上となっている。 

 

 

【各小学校の児童数の推移(過去 10 年)】 

学 校 名 
平成 22年度(A) 平成 27年度 令和 2年度(B) 増減(B)-(A) 

児童数(学級数) 児童数(学級数) 児童数(学級数) 児童数(学級数) 

羽生北小学校 577（18+2） 456（13+2） 340（12+2） ▲237（▲6） 

新郷第一小学校 175（7+1） 157（6+1） 146（6+1） ▲29（▲1） 

新郷第二小学校 85（6+0） 118（6+2） 134（6+2） 49（±0） 

須影小学校 354（12+1） 301（12+2） 303（12+3） ▲51（±0） 

岩瀬小学校 280（12+2） 267（11+2） 341（12+2） 61（±0） 

川俣小学校 148（6+0） 125（6+0） 87（6+1） ▲61（±0） 

井泉小学校 382（13+1） 378（12+2） 304（12+2） ▲78（▲1） 

手子林小学校 428（13+1） 383（12+2） 320（11+2） ▲108（▲2） 

三田ヶ谷小学校 120（6+0） 112（6+1） 76（6+1） ▲44（±0） 

村君小学校 61（6+1） 51（4+1） 58（5+1） ▲3（▲1） 

羽生南小学校 485（15+1） 400（12+2） 315（11+4） ▲170（▲4） 

合   計 3,095 2,748 2,424 ▲671 

 

 

 

【各中学校の生徒数の推移(過去 10 年)】 

学 校 名 
平成 22年度(A) 平成 27年度 令和 2年度(B) 増減(B)-(A) 

生徒数(学級数) 生徒数(学級数) 生徒数(学級数) 生徒数(学級数) 

西中学校 575（14+2） 514（14+3） 414（11+3） ▲161（▲3） 

南中学校 571（15+1） 523（15+2） 438（11+3） ▲133（▲4） 

東中学校 564（15+1） 494（13+2） 434（12+3） ▲130（▲3） 

合   計 1,710 1,531 1,286 ▲424 

(時点：各年度 5月 1日) 

※各年度の児童生徒数は、特別支援学級を含む。学級数は、（通常学級＋特別支援学級）を示す。

増減の学級数は通常学級の増減。 
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（３）児童生徒数の将来推計 

 今後も人口減少及び少子化が進むと予想され、2026(R08)年度（住民基本台帳により

未就学児の人数が把握できる）には全児童生徒数はピーク時 1984(S59)年度の 45.2％と

なり、さらに、2045(R07)年度（公表された資料により、当市の人口が推計されている）

には、ピーク時の 39.9％(人口 V推計)/34.5％(社人研推計)となると推測される。 

 

 

【市内小・中学校の児童生徒数の推移(見込み)】 

 2020 

（R02） 

現在 

2025 

（R07） 

5 年後 

2026 

（R08） 

6 年後 

2030 

（R12） 

10 年後 

2035 

（R17） 

15 年後 

2040 

（R22） 

20 年後 

2045 

（R27） 

25 年後 

総 人 口 54,556 
54,512 － 54,494 53,200 51,695 50,096 

50,995 － 48,680 46,153 43,407 40,593 

0～14 歳人口 

人口比 

5,951 

10.9% 

5,334 

9.7% 
－ 

5,178 

9.5% 

4,906 

9.2% 

4,719 

9.1% 

4,505 

8.9% 

4,990 

9.7% 
－ 

4,626 

9.5% 

4,257 

9.2% 

3,963 

9.1% 

3,651 

8.9% 

児童数(小学校) 

対 2020比 

2,424 

－ 

2,236 

▲7.7% 

2,137 

▲11.8% 

2,170 

▲10.4% 

2,057 

▲15.1% 

1,978 

▲18.3% 

1,890 

▲22.0% 

2,072 

▲14.5% 

1,905 

▲21.4% 

1,774 

▲26.8% 

1,634 

▲32.5% 

生徒数(中学校) 

対 2020比 

1,286 

－ 

1,183 

▲8.0% 

1,136 

▲11.6% 

1,148 

▲10.7% 

1,088 

▲15.3% 

1,046 

▲18.6% 

998 

▲22.3% 

1,097 

▲14.6% 

1,009 

▲21.5% 

939 

▲26.9% 

865 

▲32.7% 

児童生徒数計 

対 2020比 

3,710 

－ 

3,419 

▲7.8% 

3,273 

▲11.7% 

3,318 

▲10.5% 

3,145 

▲15.2% 

3,024 

▲18.4% 

2,888 

▲22.1% 

3,169 

▲14.5% 

2,914 

▲21.4% 

2,713 

▲26.8% 

2,499 

▲32.6% 

     (0-14歳増減率)‘25/0.970‘30/0.947 ‘35/0.961‘40/0.954 

(時点：2020年度 5月 1日)      (0-14歳増減率)‘25/0.927‘30/0.920 ‘35/0.931‘40/0.921 

※2025 年以降の総人口は、上段：「羽生市人口ビジョン(H28.2)」における羽生市の目指すべき

総人口、下段：国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（H30 推計）」で推計

された羽生市の総人口。 

※2025 年以降の 0～14 歳人口は、上記の総人口に、国立社会保障・人口問題研究所「日本の地

域別将来推計人口（H30 推計）」で推計された羽生市の総人口に対する 0～14 歳人口の割合を用
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いて算出。(人口ビジョンでは、0～14 歳人口が示されていないため) 

※児童生徒数の推計は、2026 年度までは住民基本台帳により現在の未就学児数をもとに、2030

年度以降は 0～14歳人口の増減率により算出 
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【各小学校の児童数の推移(見込み)】 

学 校 名 

2020 

（R02） 

現在 

2025 

（R07） 

5 年後 

2026 

（R08） 

6 年後 

2030 

（R12） 

10 年後 

2035 

（R17） 

15 年後 

2040 

（R22） 

20 年後 

2045 

（R27） 

25 年後 

羽生北小学校 340 345 338 
335 317 305 291 

320 294 274 252 

新郷第一小学校 146 81 72 
79 75 72 69 

75 69 64 59 

新郷第二小学校 134 93 88 
90 85 82 78 

86 79 74 68 

須影小学校 303 323 320 
314 298 287 274 

299 275 256 236 

岩瀬小学校 341 283 254 
274 260 250 239 

262 241 224 206 

川俣小学校 87 137 139 
133 126 121 116 

127 117 109 100 

井泉小学校 304 303 304 
294 279 268 256 

281 259 241 222 

手子林小学校 320 307 275 
298 282 271 259 

285 262 244 225 

三田ヶ谷小学校 76 62 63 
60 57 55 53 

57 52 48 44 

村君小学校 58 23 20 
22 21 20 19 

21 19 18 17 

羽生南小学校 315 279 264 
271 257 247 236 

259 238 222 205 

合   計 2,424 2,236 2,137 
2,170 2,057 1,978 1,890 

2,072 1,905 1,774 1,634 
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【各中学校の生徒数の推移(見込み)】 

学 校 名 

2020 

（R02） 

現在 

2025 

（R07） 

5 年後 

2026 

（R08） 

6 年後 

2030 

（R12） 

10 年後 

2035 

（R17） 

15 年後 

2040 

（R22） 

20 年後 

2045 

（R27） 

25 年後 

西中学校 414 350 336 
340 322 310 296 

324 298 277 255 

南中学校 438 471 442 
457 433 416 397 

437 402 374 345 

東中学校 434 362 358 
351 333 320 305 

336 309 288 265 

合   計 1,286 1,183 1,136 
1,148 1,088 1,046 998 

1,097 1,009 939 865 

        (増減率)‘25/0.970‘30/0.947 ‘35/0.961‘40/0.954 

(時点：2020年度 5月 1日)         (増減率)‘25/0.927‘30/0.920 ‘35/0.931‘40/0.921 

※児童生徒数の推計は、2025 年度までは住民基本台帳により現在の未就学児数をもとに、2030

年度以降は、上段：「羽生市人口ビジョン(H28.2)」、下段：国立社会保障・人口問題研究所「日

本の地域別将来推計人口（H30推計）」を用いて推計した 0～14 歳人口の増減率により算出 

 


